
撥水は私たちの日常だけでなく、水をは

じくといった特徴を生かして様々な利用方

法で様々な場所で役立っている。超撥水に

関しては、医療への応用や液体の動きを円

滑にすることによるエネルギーの節約など、

ますます進化している。これからも撥水の

技術は発展していくだろう。

今回はその現場に立ち入ることができ、

多くの学びを得ることができた。また、先

生から研究者としての心構えとして、「研

究成果は会話の量に比例する」という言葉

をいただいた。ここから、研究は知識だけ

でなく周囲との協力によって進歩するもの

だということがわかった。さらに、研究と

いうものの意義なども学ぶことができ、と

ても有意義なものにできた。これを二年次

の課題研究に活かしていきたいと思う。

まとめ

理数科探求つくば研修 NIMS超撥水班

私たちはNIMSで天神林先
生から撥水の技術について
様々な話を伺った。ここで
は、それらについて発表し

たいと思う。

天神林先生について

メンバー ◎齋藤俊太朗・木原由誠・高橋蒼太朗・森田蒼士郎・高見沢佳誠・丸山育也

・流体界面現象をひも解き、表界面を高機能
化する研究をされている。ナノ構造および化
学特性を調整することで固液界面の“濡れ性”

を制御し活用する開発を行っている。

Q and A

木原Q:超撥水によって水を移動させられるなら、

永久機関をつくれるのではないか？

A:安定するために水が移動するから、下らせるの

にエネルギーをかける必要がある。また、途中で

水が気化してしまい、作れない。

高橋Q:超撥水・撥水の技術は、日常生活にどの

ように利用されているのか？

A:例えば、車のフロントガラスにつけることで、

水をきれいにはじき、外をかなり見やすくできる。

森田Q:日常のどのような場面でインスピレー

ションがわいてくるのか?

A:大きい実験などは様々な人が行っているので、

小さいことに注目していった結果、撥水にたどり

着いた。

丸山Q:撥水による登る力はエネルギーを取り出

せるのか?

A:現在実験中だが、実現は難しい。

当日に出た質問
Q:「おいしい撥水」というのはあるのか?

A:食べ物をおいしく保存する撥水技術を研究して

いる人もいる。

Q:科学者になるには何をすればいいのか?

A:論文を規定の数書き、それらが一定の基準を満
たした場合、科学者としての地位が認められる。

実験

今回、実際に体験させていただいた実験
を紹介する。

撥水で模様を作る
ガラス板にテープを張りその上から撥水
スプレーをかけることで水がテープの形

になったり、水が動いたりする。

また、スプレーをかける際下敷きにして
いて撥水加工が施されたシートを使い遊
んでみたところ、次のようにきれいなも

のが見られた。

特徴
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